
　私たちが目指すポストコロナの都市像とは、「移動中に新しい発見を創出する都市」

である。従来の都市は、個人の目的達成のため都市に用意されたコンテンツをたどっ

ていく一連の流れの中に移動があった。COVID-19の影響下、私たちはこれまでにな

かった行動の制約を受けたことで、従来の都市構造そのものが身体的な移動を冗長

しやすく、移動の先に個体同士の集合が起こりやすく作られていることに気づいた。

移動によってあらぬ集合が起こると、三密行為を生みやすく、感染リスクの源にな

りかねないためである。私たちは、都市の中における移動のあり方を再検討し、今

まで私たちが気づかなかった都市の様々な側面に発見を与える体験を提案したい。

　地上と地下に街が広がる都市、新宿を敷

地として選定した。街の中で起こっている

移動の特徴は次のようなものが挙げられる。

・新宿駅を中心とした人々の移動

・地上と地下の接続部を往来する移動

これらが重なり合い、新宿駅周辺では不特

定多数の群衆が常に移動している。

　地上と地下は、接続部で「A5」「B5」のよ

うな「アルファベット +番号」の標識で割

り振ってつながる。地下からは全く街並み

を見ることはなく、目的地に向かって標識

をたどることで移動が成り立っている。私

たちは、そのような記号をただ漫然とたど

る移動のあり方を疑問視して、空間そのも

のが標識となるような提案を行う。
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都市を垣間見る
－地上と地下をつなぐ接続部のリデザイン－
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①公開空地型　一部スラブを使った提案

ビジネスエリア（新宿センタービル）

・地下通路の均一的な白の壁天井にからの脱却

・元の地下に空いていた公開空地を広げ、地下通路に公開空地を侵食

①直結型　多面体ミラーを使った提案

歓楽街エリア（サブナード 12番出口）

・鏡の乱反射により、外の景色を接続部に盛り込む

①ビル入子型　ブロックミラーを使った提案　

商業エリア（ビックロ内、A5 番出口）

・ファッションビルのきらびやかな要素を盛り込む

断面図 S=1/400 断面図 S=1/300 断面図 S=1/300

　上記の調査により、新宿の地下通路にと地上を結ぶ接続部には、何パターンかの傾向が出た。接続部を

リデザインすることによって、地上や地下にいたら見えなかったものが見えるようになり、地上と地下の

垣根がなくなる。都市の移動体験は街の様々な側面を見ることによって成り立つ新たなものになる。


